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青戸　貞治
Sadaharu Aoto
建築意匠研究室

Concept
伝統と文化は、場所、生活人が作り上げた素材と技術に基づいており、
その関係を守ることがこれからさらに重要になるのではないかと考
えた。古くから日本の製鉄産業を支えながらも、消滅が危惧されて
いるたたら製鉄に目を向けたみた。たたら製鉄の分離されてしまっ
た、技術と文化。それらを再び結び付け、世代を超え長い年月をか
けて継続、継承し、たたら製鉄技術を生業とした生活文化を形成する、

たたら製鉄集落の再興のための計画を提案する。

技紡ぐ里
ー 鐵の国再興計画 ー

■最優秀賞
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手銭　光明
Mitsuaki Tezen
建築意匠研究室

Concept
本計画では広島の中心部でもある広島駅の上空に一極して開発を行

い、その開発でできた建築都市を自律させることで、都市と人との

新たな関係を提示する。今まで私たちが見て感じてきた均質で快適

な都市に、フラクタルな形態の縮小都市が開発されていく。それは

今まで培ってきた「街」と「人」との関係を新しいものへと変えて

いく。

縮小都市
ー 駅の上、重なる都市 ー

■優秀賞 2 位
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矢野　晋平
Shinpei Yano
建築意匠研究室

Concept
近代化が進み、子供たちは家の中で遊ぶことが中心となってしまい、

実際に自然のものに触れる機会が極端に減少してしまっている。そ

こで子供たちが実際に野菜や作物、木々などの生産を行える施設を

計画する。実際に手で触れ、目で見て感じそこで農林業と自然との

関係が普段の生活の中で身近なものであると認識できるのではない

か。

農園島
ー 中州・巡る・学ぶ ー

■優秀賞 3 位

矢野　晋平
Shinpei Yano
建築意匠研究室

Concept
近代化が進み、子供たちは家の中で遊ぶことが中心となってしまい、

実際に自然のものに触れる機会が極端に減少してしまっている。そ

こで子供たちが実際に野菜や作物、木々などの生産を行える施設を

計画する。実際に手で触れ、目で見て感じそこで農林業と自然との
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農園島
ー 中州・巡る・学ぶ ー

■優秀賞 3 位
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磯野　友樹
Tomoki Isono
建築意匠研究室

Concept
東日本大震災以降、大津波に対しての建築の限界を感じずにはいら

れない。どうすれば建築で人々を本当の意味で救うことができるの

か。そこで高さ 20 ｍの避難ビルを設置し、様々な機能を入れた。東

北でのボランティアに参加した際、彼らには心の拠り所となるよう

な場所が必要だと感じた。本計画の避難ビルには。震災後も人々が

集まり、震災前も震災後もこの地に住む人々の希望の塔になること

を期待する。

再生する町のグリッド
■優秀賞 4 位
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松田　心
Shin Matsuda 
建築意匠研究室

Concept
本計画は広島県広島市中区袋町に運動を目的とした公園を計画する。

運動能力の低下による健康状態の悪化は、現代における社会問題の

一つであり、これは人々の生活の中に運動というものがうまく浸透

していないことが要因となっている。広島市中区のようなビル群に

は緑が少なく、運動する場所は外壁に囲まれた体育館やスポーツジ

ムに限られているため、人々の運動に対する意識の定着が難しい。

そのため、人々の生活の中に運動というものを気楽に楽しく浸透さ

せるための公園の提案である。

HIGH LINE PARK
ー ゆとりのない忙しい生活の中に ー
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中村　健太
Kenta Nakamura
建築意匠研究室

Concept
本来建築とは基盤により地盤に固定され、基本的には移動すること

はできないが、本計画では建築を海に浮かべることで自由な平面的

移動を獲得した。一つの機能に対して、フローティングさせる機能、

軌道する機能、連結する機能を持たせる。そうすることで建築は海

の上を移動し、時には連結しさまざまな形態の変化を起こす。本土

から見る形の変容は、一つながりの桟橋のようになったり、瀬戸内

の島々の連なりのように変化したり、水に浮かべた落ち葉のように

バラバラになったり、新たな瀬戸内の風景を作り出す。

TRANS ARCHITECTURE
ー 変容する景観  ー
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羽藤　文人
Fumihito Hato
建築意匠研究室

Concept
本計画は、今治の魅力を伝えるための拠点となる港湾ターミナルを

提案する。かつて今治市は港を中心に発展してきたが、自動車社会

の影響により、港の利用者は減少し活気を失いつつある。そこで陸

と海の交通機能を連携させ、そこに様々な機能を組み込むことで今

まで通過点でしかなかった港を、人、交通、情報の結節点とする建

築を提案する。今まで通過点であった港が、利用者、地域住民、観

光客など様々な人が自由に利用でき、活力の生み出すことのできる

場となることを期待する。

みんなとみなと
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板東　孝太郎
Kotaro Bando
建築意匠研究室

Concept
本計画は雑多な生活感や活動、繋がりによってつくりだされる商店

街の提案である。

触れたいスラム
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谷本　周平
Shuhei Tanimoto 
建築計画研究室

Concept
本計画では、呉に新たな観光の拠点となる新たな複合施設をつくる

ことで、呉市を訪れる観光客に呉市と旧海軍、海上自衛隊との関わ

りをより知っていただくとともに、呉市街から少し離れた場所に計

画することで、ここを起点に呉市中心部から離れた観光地にも足を

延ばしてもらい、呉市全体を活性化させる計画である。

inherit
ー 記憶の根付く場所 ー
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金本　綾香
Ayaka Kanemoto
歴史意匠研究室

Concept
「子どもは遊ぶのが仕事である」と言われた時代は果たして終わった

のか。時代の移り変わりと共に、子どもの遊ぶ環境が変化している。

身体を使って汗をかく事が少なくなっている現代の子どもの身体的

運動能力の低下を問題視し、現代のライフスタイルと遊び時の子ど

ものあるべき環境を考えた教育施設・遊び場を考える。子どもは与

えられたツールにばかり頼るのではなく、自らが考え発見し、「遊び」

を通して様々なことを学ぶべきであり、現代における遊びの変化に

警鐘を鳴らしたいと私は思う。

あそびどき
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松尾　宜樹
Yoshiki Matsuo 
歴史意匠研究室

Concept
商店街は高齢化や不況で空洞化が深刻となっており、三原の街も機

能が失われている。一番の問題は駅 • 商店 • 港が孤立することで、「人

• 物 • 情報」の流れが寸断されていることである。地域を「循環」さ

せ交流を提供するための市場を計画する。そして「心臓」のような

循環をまちに働きかける。まちは「血の流れが悪くなったから、機

能しなくなった。」そう考え地域を活性化の中心とできないか。そし

て、市場が機能する事で三原の街を作り出していく。

循環
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井上　翔太
Shota Inoue
歴史意匠研究室

Concept
広島駅周辺、愛友市場跡地における現代美術館と集合住宅の複合エ

リアの提案である。愛友市場跡地は広島駅再開発の対象地域で日に

日に開発が進んでいる。商業を中心に進む再開発に芸術という要素

を取り入れ豊かな空間を作ろうとしたのが今回の提案である。

広島駅を中心に大きくみると全体が商業エリアとなる。しかし大き

な商業エリアの一角に芸術に重きを置いたエリアをつくることで商

業と芸術の融合空間が完成する。

Art complex
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岡本　悠佑
Yusuke Okamoto 
歴史意匠研究室

Concept
計画敷地である神戸は急激な港の発展で広域に広がった交通網によ

る都市と港の分離、物流形態の変化による港の活動低下が大きく進

行し、都市、港、観光、産業が分離され昔のような賑わいと活気が

失われてしまった。本計画は［神戸］という都市に人・もの・情報・

文化の新たな集中点を計画する。　全体構成は連続するスラブによっ

て形成された多機能空間を創造する事で時代の流行やメディアに対

応し、時と場合に応じて変化し続ける場所を生み出す事で、昔のよ

うな賑わいと活気あふれる未来の［神戸］を再構築するものである。

A new concentration 
point of metropolis
ー 活気ある未来へ ー



Di
pl

om
a D

es
ig

n

19

高坂　憲治
Kenji Kosaka
歴史意匠研究室

Concept
計画地である香川県高松市では都市としての発展のためのサンポー

ト高松の計画を行った。都市機能、交通機関が充実する一方で人々

は内陸側の業務、商業拠点に集中し、瀬戸内海に面する環境を有効

に活用できていない。本計画におけるテーマは「相互影響」である。

建築を介して人、都市、自然、それぞれの要素が互いに影響、作用

し合い、うまく噛み合うことの出来る建築を目指す。

interactive position
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早稲田　侑也
Yuya Waseda 
歴史意匠研究室

Concept
“ 境 ”…其処は実に不安定な場所であるよう思える。不安定で曖昧な

場所だからこそ、そこに見出せる可能性は大きいのではないだろう

か。

本計画は違和感を解消し、豊かな自然と共存する公園施設を目指す。

そして公園と田園の境目からアクアパークの価値を深め、今以上に

市民の集う象徴的な場所を提案する。

境
ー 集合う場所・広がる可能性 ー
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片岡　勇人
Hayato Kataoka
歴史意匠研究室

Concept
駅とは本来、場所と場所をつなぐためのツールのようなもの。各駅

によって電車の本数や線路の数はまちまちであるが、必ず電車を待

つための時間と場所が存在する。電車を待つ間、個人が何をするか

は本来自由であるはずだが、空間によってその自由度に偏りがある。

その偏りを取り除き、各個人に合わせた自由と、団体としての自由

の両方の面を持つ空間を提案する。

新西条駅	
ー 間  ー
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榛澤　雛子
Hinako Hanzawa 
環境設計研究室

Concept
現代の社会は高齢化が進んでおり、今回の制作はそれに貢献できる

ようなものを作りたいと考えた。探していたところ東広島の古民家

には使われていない建具があった。その建具を有効活用できないだ

ろうかと考え光の襖を作ることにした。本制作では、南側の和室を

寝室・休憩室として使ってもらうため、押し入れに使用していた襖

を和室南面縁側に面した建具として再生させる。この制作をきっか

けに光を楽しむことを生活の一部にしてくれたらと思う。

光の襖
■最優秀賞 [ インテリア ]
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波多野　弘悦
Kouetu Hatano
環境設計研究室

Concept
土間と庭の関係より、二つを組み合わせた環境を作る。用途や使用

する人数によって多目的な場所となるため、土間の空間的機能を残

す。庭の機能を組み込むことで、人間目線での、「動（活動する人）」

と「静（観賞する人）」の二つのパターンを提案する。土間と庭の二

つの組み合わさった空間ができ、多目的に対応できる空間をつくり、

活動する人にも観賞する人にも喜んでいただける空間を制作した。

「動」と「静」を持つ庭～土間
ー 豊栄の民家再生プロジェクト ー

■優秀賞 [ インテリア ]
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大和　正幸
Masayuki Yamato 
建築計画研究室

Concept
今日の環境を取巻く問題に対してのソリューションとして注目され

ている竹材。アジアでは馴染み深く日用品として加工利用されてき

たが、現代の生活スタイルの多様化に伴いこの利用率は変化し竹材

との距離も変わってきた。本作では現代感というフィルターをかけ

デザインを見直し、多様な価値観に沿うものを提案し、竹材の普及

率の向上を図り延長線上にある問題へ取組む。生活に密接した、イ

ンテリアという媒体を通し諸問題へのアプローチを試み後の端緒と

なる事を期待する。

竹取物語
ー 序章 ー
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大江　知彦
Tomohiko Ohe
環境設計研究室

Concept
　現代の住宅には、「Living」「Dining」「Kitchen」これら「LDK」が

それぞれ独立した空間となっている。人と人との繋がりが軽薄となっ

ている現代は、「住宅」という一番身近な空間から生まれているので

はないだろうか。本制作の場でもある東広島市豊栄町能良は、周辺

に「病院」「警察」「消防」などは無く、困った時は地域住民の助け

合いが必要とされる。また、囲炉裏には自然と人々が集まり和む「魅

力」が存在する。この魅力を残しつつリノベーションしていく事で、

人々に繋がりを深めてもらう事を目的とする。

囲炉裏と暮らす
ー 豊栄の民家再生プロジェクト  ー
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安福　政裕
Masahiro Abuku 
環境設計研究室

Concept
　茅葺の古民家再生プロジェクトの取り組みの中で、室内外どちら

でも調理、炊事する場面がある。従来、移動させて使用することが

できなかった竈を、場合に応じて使用できるそうにするため移動で

きる竈を製作しようと考えた。茅葺き屋根の民家に竈を製作するこ

とにより、調理、暖、コミュニケーション、防虫、といった様々な

プラス要素があると考える。

竈
ー 豊栄の民家再生プロジェクト ー
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佐藤　静香
Sizuka Sato
環境設計研究室

Concept
　水槽は見る者に様々な効果をもたらす事で知られている。リラッ

クス効果、ストレス緩和効果、好奇心向上効果などである。単なる

インテリアとしてだけでなく、新しいコミュニケーションをもたら

したり、話題の種にもなる。　しかし、水槽で生体を飼育する事は

容易でない場合がある。例えばマンション・アパートなどペット禁

止の賃貸住宅が挙げられる。仮にペット可でも、水槽に設置したモー

ターの振動音や旅行中の世話、水替え、病気になった生体の管理・・・

などの面倒事が発生する。そこで海の素材を使い、気軽に水槽とし

ての効果も楽しめる照明を作ることにした。

水の無い水槽
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塩川　正人
Masato Shiokawa
建築意匠研究室

Concept
本計画は旧市民球場跡地に、広島市民、日本各地、世界各地の旅行

者が集まり、「食」を介して異文化交流を行う場の提案である。
平和公園には日本中、世界中から旅行者が平和を願い訪れる。そこ
には世界唯一の被爆建築都市以上に、人々の平和に対する強い思い
がある。そこに自国の料理がある喜び以上に「食」を通しての文化
交流、相互理解の手段としての場所になるのではないか。そして都
市に人々が集まり、祈りと生への歓びを共有できる場所が必要なの

ではないだろうか。

EARTH DINING
ー ひろしまから発信する世界のタウンホール ー
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植木　優行
Masayuki Ueki
建築意匠研究室

Concept
本計画は、素材の新しい有用性にもとづいた新しい素材の形態の模
索、素材の特性を既存の建築や都市の形態にとらわれない立場で形
象化することにより、現在はまだ形を成していない素材の特性を現

実化する。その素材の一面はこれからの建築のための建築となる。

建築のための建築
ー 素材の新しい形態とその有用性 ー
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手銭　光明
Mitsuaki Tezen
青戸　貞治
Sadaharu Aoto
羽藤　文人
Humihito Hato

VEGETATION HOUSE
ー トマトの床、バジルの床 ー

■ 2013 年度建築学会設計競技　佳作
　課題　「新しい建築は境界を乗り越えようとするところにに現象する」
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牧　佑育
Yusuke Maki
藤田　敦
Atsusi Fujita
山本　拓哉
Takuya Yamamoto

重ね着の家
ー 衣替えする建築 ー

■ 2013 年度建築学会設計競技　支部入選
　課題　「新しい建築は境界を乗り越えようとするところにに現象する」

塩川　正人
Masato Shiokawa　　
植木　優行
Masayuki Ueki

ぼくの坂道
ー 循環する小学校 ー

■ 2013 年度建築学会設計競技　支部入選
　課題　「新しい建築は境界を乗り越えようとするところにに現象する」
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植木　優行
Masayuki Ueki

君田のえんがわ

■広島建築学生チャレンジコンペ 2013　優秀賞
　課題　「君田の自然の魅力を引き出す」
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藤田　敦
Atsushi Fujita

ひとつ屋根の下のトイレ

■広島建築学生チャレンジコンペ 2013　優秀賞
　課題　「君田の自然の魅力を引き出す」
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手銭　光明
Mitsuaki Tezen
中村健太
Kenta Nakamura

安らぎの大きな葉っぱ
ー 四季纏う屋根 ー

■広島建築学生チャレンジコンペ 2013　特別賞
　課題　「君田の自然の魅力を引き出す」

塩川　正人
Masato Shiokawa
牧　佑育
Yusuke Maki
山本　拓哉
Takuya Yamamoto

rest roof
ー 自然に寄り添う屋根 ー

■広島建築学生チャレンジコンペ 2013　特別賞
　課題　「君田の自然の魅力を引き出す」
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青戸　貞治
Sadaharu Aoto

天成し転生する家

■第 40 回日新工業建築設計競技　佳作
　課題　「水の家」
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牧　佑育
Yusuke Maki

なにも無い場所

■キルコス国際建築設計コンペティション 2013　金賞
　課題　「見えるもの、見えないもの」
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藤田　敦
Atsushi Fujita

そこにあるのは線と柱だけ

■キルコス国際建築設計コンペティション 2013　佳作
　課題　「見えるもの、見えないもの」

青戸　貞治
Sadaharu Aoto

私までの距離、３つの壁

■キルコス国際建築設計コンペティション 2013　佳作
　　課題　「見えるもの、見えないもの」
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